
【実施計画】計画を具体化する  
～安心して「ここに住みたい」と思えるように、  
必要な情報をきちんと“伝える”準備をしよう～  

令和7年6月3日（火） 16：00〜17：30  
一般財団法人　地域・教育魅力化プラットフォーム  

地域みらい留学 住まい伴走チーム  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合同会社NOWAについて

3@2024 nowa.llc 

○本日の登壇者
代表

門脇　享平（かどわき　きょうへい）

住まい事務局

久保　寛菜（くぼ　かんな）

○会社概要
所在地：佐賀県佐賀市多布施4-1-15
社員等：役員2名、メンバー3名、パートナー（業務委託）11名
事業内容：教育魅力化に資する事業（高校魅力化の伴走支援、魅力化コンソーシア
ムの構築支援、高校生が暮らす寮の運営及び寮整備の伴走支援など）

○住まい整備 活動実績
・有田工業高校シェアハウス立ち上げ・運営支援（R5年度〜）
・佐賀県唐津市高校生寮の立ち上げ・運営支援（R5年度〜）
・山形県高畠町様：基本計画策定支援（R6年度）
・鹿児島県知名町様：基本計画策定支援（R7年度〜）



住まい研修スケジュール  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住まい整備の軸となる基本計画を
関係者に共有できる

住まいに関わる人たちの
関係性が整理され

年間の運営計画が描ける

住まい運営の担当者が
日々の業務を安定して回せる

目指す状態

2

3

4

入居者受け入れまでに
何をする必要があるか分かる1

基本計画～実施計画～運営体制
のつくり方が分かる5

5月13日（火）
16:00～

6月3日（火）
16:00～

8月5日（火）
16:00～

日時

4月25日（金）
16:00～

9月1日（月）
16:00～

研修内容

【基本計画】
つくりたい住まいを描く

【実施計画】
計画を具体化する

【運営体制】
継続できる仕組みをつくる

住まい整備の全体像

【事例共有】
他地域の実践から学ぶ



【再掲】住まい整備の３つのステップ  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寮コンセプト（つくりたい町の未来/育みたい生徒像/大切にしたい寮での体験）

①基本計画
（描く）

②実施計画
（具体化する）

③運営体制
（仕組みをつくる）

改善する
（みなおす）

・寮運営の年間計画
・各役割のタスク
・コミュニケーションライン
・寮収支計画

・寮則・ルール
・行動指針、ガイドライン
・業務マニュアル
・各種契約書類
・経理業務フロー

・課題の抽出
・知見の整理、共有
・振り返り

寮機能、寮業務一覧、人員配置、役割分担、寮運営費



【再掲】住まい整備の３つのステップ  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寮コンセプト（つくりたい町の未来/育みたい生徒像/大切にしたい寮での体験）

①基本計画
（描く）

②実施計画
（具体化する）

③運営体制
（仕組みをつくる）

改善する
（みなおす）

・寮運営の年間計画
・各役割のタスク
・コミュニケーションライン
・寮収支計画

・寮則・ルール
・行動指針、ガイドライン
・業務マニュアル
・各種契約書類
・経理業務フロー

・課題の抽出
・知見の整理、共有
・振り返り

寮機能、寮業務一覧、人員配置、役割分担、寮運営費

こちらの 3つのステップは住まい整備の基本的な考え方です。
今回は、生徒募集が本格的にはじまるこのタイミングに決めていく必要がある項目を中心にお話しします。



本日の流れ  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寮則1
年間計画2

寮の運営方式3
入居検討者とのコミュニケーション4

運営体制の具体化5

30分

10分

10分

10分

5分

まとめ7 5分

お知らせ8 5分

質疑応答6 15分



本日の流れ  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寮則1
年間計画2

寮の運営方式3
入居検討者とのコミュニケーション4

運営体制の具体化5

30分

10分

10分

10分

5分

まとめ7 5分

お知らせ8 5分

質疑応答6 15分

入居者に伝える必要がある情報を中心にお話しします。
ご紹介する項目のなかから、「自分の市町・学校で準備す
る必要があるのはなにか？」を考えてみましょう！



今日のゴール  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入居検討者（中学生・保護者）に何を伝える必要があるか
わかる

寮整備を進めるために、今後何を決める必要があるか分
かる

今回の研修では、中学生・保護者に選ばれる寮にするために「なにを決める必要があるか」をお伝えします。
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寮則



ルールはなんのために作るのか？

11

ルールはなぜ必要なのか？を考えてみてください
（3分ほど）



ルールはなんのために作るのか？

12

寮則（ルール）は何を実現するために
必要だと思いますか？

これからお話しをするケースを
もとに考えてみましょう？



Case1 ゴールデンウィーク明けの出来事

あなたは役場の職員として、寮の運営に関わっています。
今年も1年生が寮に5人ほど入寮し、新しい生活が始まろうとしていました。
4月も落ち着き、5月になりゴールデンウィークが終わった最初の週に、寮母さんから連絡が入りました。

「一年生のある生徒が部屋から出てこれなくて。ちょっとお話を聞いてもらえませんか？」

あなたはすぐに寮に向かい、部屋から出てこれなくなった生徒とお話をすることになりました。

あなた「何かあったのかい？」

生徒A「実は最近僕の服や大事なものがどんどんなくなっているんです。いじめられている感じがあって怖いんです。」

どうやら入寮後に生徒間で何かトラブルがあった様子で、部屋から出てこれない状態でした。
一方で、いじめがあるとはこれまで報告がなく、現時点では断定できないため、あなたは生徒の同級生に
話を聞くことにしました。

ルールはなんのために作るのか？



Case1 ゴールデンウィーク明けの出来事

あなた「Aくんのことについて何か知っていることはあるかい？モノがなくなったって言っているんだけど。」

生徒B「Aくんはいつも洗濯物を入れっぱなしで片付けないんだ。いつも僕たちの誰かが洗濯カゴに入れてるんだけど、
正直大変で。正直みんな煩雑に扱っているから、もしかしたら靴下とかなくなっているかもしれないね。」

生徒C「Aくんはいつも共用スペースに財布とか、携帯とか大事なものを置き忘れることが多いんだ。最初は気づいたら
伝えていたんだけど、それも毎回大変だから今は放っておいているんだよね。財布の中身とか取ることはさすがにしな
いけど、あまりにもモノをいろんなところに置いちゃっているから、それで無くしちゃったんじゃないかな？」

生徒の意見を聞いていると、どうやら生徒Aの私生活にも課題があったようだった。すると、突然携帯に電話がかかって
きた。見知らぬ番号だったが出てみると、生徒Aの保護者から電話がかかってきた。

保護者「生徒Aの親ですが、一体どういうことですか？寮でいじめられているかもしれないって。息子から連絡がありま
した。いまどんな状況なんですか？息子は大丈夫なんですか？」

次から次へといろんな出来事が起きてしまい、対応に追われるのでした。

ルールはなんのために作るのか？



考えてみましょう！

生徒Aの
気持ち

生徒B・Cの
気持ち

保護者の
気持ち

どんなルールが
あれば

よかった？



ルールを作る目的

みんなが気持ちよく、快適に生活をするための共通認識

学校 学び合う場所であり、活動をする場所

寮
学校とは違いパーソナルな部分も含めて休息したり

学び共同で生活をともにする場所

寮則とは



ルールを考える時の原則①ルールの細分化のしすぎに注意！

生徒の主体性

ルールの細分化

ガイドラインや方向性が
示されていないと人は動けない

ルールが細かすぎると
人は守れない/動けない

全ての行動をコントロールすることは、生徒の精神的な苦痛や反発に繋がる。
行動を制限しすぎることなく、生徒にも考える余白を持たせることが生徒の主体性を引き出すポイント。



ルールを考える時の原則②言葉にすることで共通認識を作れる

コップに水が半分も
入っている

コップに水が半分しか
入っていない

事実はひとつでも解釈は多様に存在する。言語化し、共通認識を持つことで
適切な対応をとることができる

水を注がない

水を注ぐ

-事実- -解釈- -行動-



ルールを考える時の原則③ルールは変えることができる

変えられないもの 変えられるものVS

ルールは「変えられる」ような手続きを用意しておくことで常に納得感のあるルールを作り続けることができる。
「変えられない」場合、環境の変化に対応をすることができる「ルール」の機能不全が起きる。



具体的な事例（ A校）
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具体的な事例（ B校）
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具体的な事例（ C校）
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寮則において考えるべき要素（テーマ別）

23

安全 健康 快適 自由

門限

緊急時の対応

現金/貴重品の管理

外泊

保護者の宿泊

起床時間

就寝時間

食事/食事準備

欠席

体調不良/早退

施設の利用ルール

お風呂の使い方

洗濯機/洗面所の
使い方

共同スペースの
使い方

空調関連のルール

スマホの取り扱い

休日の過ごし方

宅急便の受け取り

帰省/家族との面会

地域活動について

上記に記載の項目はあくまで例ですので、各学校との協議の際に参考にしてください。



寮則において考えるべき要素（ルールの種類）

24

原則（基準） 禁止事項（ NG行為） 対応 組織（責任範囲）

項目に対してどんな
行動を求めるのか？

原則門限は
20時までとする

例外/やっては
いけない行動

無断での20時以降の
外出/帰宅は禁止

禁止事項が守れない場
合の対応

1週間の部活動
禁止など

誰が責任を持って
決めるのか

寮母さん/コーディネー
ターなど

全ての項目に罰則を設けるわけではないが、生活や健康、周囲との関係性から適切な対応方針を決めることが重要。
またその対応を誰が、どの権限で実施するのかを決めておくのも重要



ワーク①：寮則を一つ作ってみよう！

25

禁止事項は無理に定めなくても大丈夫です。ルールを定める際には、「納得感のある説明ができるかどうか」
「実現したいコンセプトと合致するかどうか」という観点で策定をしていくことが重要です。

大項目 中項目 小項目 原則
禁止事項
（NG事項）

対応
組織
（責任範囲）

健康 就寝時間 起床

就寝/消灯

食事 朝食

夕食



寮則をつくるときのポイント

第2回研修でつくったコンセプトに照らし合わせて、
つくりたい寮を実現できる寮則にしましょう！

寮則に含まれる項目が同じでも、
寮生に判断を委ねる程度や表現の仕方によって、寮則は変わります。

寮則をつくる際は、以下のポイントに気をつけて考えてみましょう。

ポイント1

ポイント2

規則にどれくらいの拘束力/柔軟性をもたせるか？

規則の言葉や表現をどうするか？
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年間計画



年間計画（立ち上げ初期の場合）
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2024 2025 2026

7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6

中学生の動き

寮整備の動き

建物整備

体制構築

受入準備

寮運営

地域みらい留学

参画の動き 予算

学校説明会/オープンスクール
受検先
決定

計上

予算策定 計上

予算策定 計上

寮整備の動きと地域みらい留学の動きが初年度は同時に起こります。

予算策定

受検・合格・入居



年間計画（立ち上げ初期の場合）
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2024 2025 2026

7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6

中学生の動き

寮整備の動き

建物整備

体制構築

受入準備

寮運営

地域みらい留学

参画の動き 予算

学校説明会/オープンスクール
受検先
決定

計上

予算策定 計上

予算策定 計上

予算策定

受検・合格・入居

オープンスクールで
物件を見てもらえるように

工事中でも中に入って
見学してもらえた方が良いです！

早めの議論が必要。
説明会では寮での支援内容と

体制は伝えられるように！
（生徒サポート詳細、

食事の有無、緊急時体制など）

採用・配置をしておく！
地域連携も検討できるとなおよし！
（お披露目会・地域への挨拶まわり）

生徒募集に合わせて、いつまでに、何をするべきか、のポイントがありますが、
地域みらい留学で生徒募集をする際、保護者は基本的に不安になっていることが多いので、

不安を取り除くような写真や資料を用意することが大事です



寮で起きるイベントの種類

30

毎年恒例のイベント 企画型のイベント

入居手続き

長期休み

退去手続き

テスト期間

地域みらい
留学説明会

新入生歓迎会

地域イベント

卒業イベント

寮外イベント

寮内イベント

毎年恒例イベントは必ず訪れるので事前に設計しておく。また寮独自の企画型イベントも寮生を巻き込みながら、
年間計画の時にまとめておくと、スムーズな進行を行うことができるため設計しておくのが良いです。

入居対応や手続きなどの対応

GWや夏休みなどの
長期休暇の対応

退去時のフローや契約の流れなど

テスト期間中の寮の運営

地域みらい留学での寮の説明など

新入生を迎え入れるための
イベント

地域のお祭りへの参加など

退寮生の送別会など

寮外での課外活動や探究活動など

寮独自のイベント
（クリスマス会など）



年間計画（運営開始後）
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入居対応

テスト期間

長期休み
対応

退去手続き

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10
月

11
月

12
月

1月 2月 3月

GW

説明会

中
間

退去手続
き

案
内

夏休
み

冬
休
み

春
休
み

地域みらい留学学校説明会

期
末

中
間

期
末

期
末

ここまでには
ハードが必要！

閉寮時の生徒対応について
は、早めに決めておかないと混

乱する

寮の動きは学期に合わせて作成したほうがいいです！
（振り返り会、体制や規則の見直し、イベント実施など）

入寮面接
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寮の運営方式



寮の運営方式
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物件 
所有者 

行政 

行政が設置、運営する  
自主方式 
（直営） 

委託方式 

サブリース 
方式 

民間 

自主方式 

委託方式 

サブリース 
方式 

行政が設置し、寮運営を  
一部or全部 

寮運営管理業者に委託する  

行政が所有する物件を  
寮運営管理業者が借りて  

運営する 

物件所有者が、寮を運営する  

物件所有者に 
寮運営管理を 一部or全部 委託

する 

個人or民間法人 が所有する物
件を 

寮運営管理業者が借りて  
運営する 

• 旅館や民泊をする業者に自治体
が寮運営を委託する場合 

 
• 生徒は物件所有者と直接賃貸契

約を結び、生徒への生活支援の
み法人に委託する場合 

などが、民間の委託方式にあたりま
す 

寮の運営方式によって、契約の仕方が変わります。



寮の運営方式
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行政（賃貸人）

入寮生（賃借人）

賃貸借契約

自主方式

行政（賃貸人）

寮運営管理業者

入寮生（賃借人）

寮運営管理
委託契約

賃貸借契約

委託方式

行政（賃貸人）

寮運営管理業者（転貸人）

入寮生（賃借人）

原賃貸借契約

賃貸借契約

サブリース方式



寮の運営方式
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物件所有者（賃貸人）

入寮生（賃借人）

賃貸借契約

自主方式

物件所有者（賃貸人）

入寮生（賃借人）

原賃貸借契約

賃貸借契約

サブリース方式

行政

物件所有者

入寮生（賃借人）

寮運営管理
委託契約

賃貸借契約

委託方式①

入寮生（賃借人）

委託方式②

物件所有者（賃貸人）

賃貸借契約

行政

寮運営管理業者 行政OR

寮運営管理業者

寮運営管理
委託契約



寮の運営方式

修繕箇所について、誰が負担をするか、予め決めておく必要があります。

36

契約関係者 

大規模修繕 
（リフォーム、壁・床張替え、天井の雨漏り 等） 

設備の故障 

故意、過失による破損、紛失 

行政

物件所有者 入寮生

寮運営管理業者

修繕の種類 

備品の故障 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入居検討者とのコミュニケーション



ワーク②：もし自分が引っ越す場合に気を付けること・みるところ

38

もしみなさんが2ヶ月後に「東京」に引っ越してください、と言われたら
どんな条件で考えますか？

またどんな情報を知りたいと思いますか？実際に東京の賃貸を検索しながら
気になる点を書き出してみましょう！

広さはどのくらい？

水回りはどうかな？

日当たりは？

何部屋あるかな？



住まい情報を掲載する時のポイント

39

項目 例

建物名 〇〇住宅

住所 〇〇町１丁目  ※合格決まって入居が決まった人にだけ伝える

学校までの距離 徒歩 ○分、自転車 ○分

アクセス 〇〇駅（バス停）から徒歩5分・〇〇高校から徒歩10分

間取り 3LDK、各部屋6畳ずつ

寮でのサポート内容 食事提供の頻度、緊急時の対応、日々のサポート内容（面談、学習サポー
トなど）、備品、WiFi環境など

寮費 ◯◯◯円

外観 トイレ 収納場所

玄関 お風呂 建物の図面

リビング 洗面所

キッチン 個室

＜掲載おすすめ情報＞

＜掲載おすすめ写真項目＞



有田町シェアハウス事例



有田町シェアハウス事例



有田町シェアハウス事例



有田町シェアハウス事例



有田町シェアハウス事例



有田町シェアハウス事例



有田町シェアハウス事例



有田町シェアハウス事例



有田町シェアハウス事例
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運営体制の具体化



【再掲】ワークシート②体制図と採用方法を決めよう！

53

行政担当者

BA C

学校

①学校と協議する人を決めて、線を塗りつぶしましょう！

②必要な人員と役割を決めましょう！例：ハウスマスター・調理スタッフ・地域連携コーディネーターなど

A B C

必要なスキル

必要な経験

活用する制度
（例：地域おこし協力隊）

採用する媒体
（どうやって集めるか）

訴求ポイント
（何を伝えるか）



ワークシート
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月 火 水 木 金 土 日

午前（起床）
8:00-12:00

午後（登校-帰宅）
12:00-18:00

夜（帰宅-夜間）
18:00-23:00

夜間-明け方
23:00-8:00

誰が、どの時間を担当するべきか、を決めるためのワークを行います。
事例をみながら、体制と業務時間を考えてみましょう！



ワークシート
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月 火 水 木 金 土 日

午前（起床）
8:00-12:00

午後（登校-帰宅）
12:00-18:00

夜（帰宅-夜間）
18:00-23:00

夜間-明け方
23:00-8:00

誰が、どの時間を担当するべきか、を決めるためのワークを行います。事例をみながら、体制と業務時間を考えてみましょう！

ハウスマスター：訪問・面談（週 1）

マネージャー：生徒の健康チェック（平日毎日）

訪問看護ステーション：緊急時の対応（毎日）

寮監：備品・消耗品補充、施設の掃除・点検・修繕（週 1）

寮監：弁当配達（平日毎日）

有田町シェアハウス事例
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質疑応答
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まとめ



【再掲】住まい整備の３つのステップ  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寮コンセプト（つくりたい町の未来/育みたい生徒像/大切にしたい寮での体験）

①基本計画
（描く）

②実施計画
（具体化する）

③運営体制
（仕組みをつくる）

改善する
（みなおす）

・寮運営の年間計画
・各役割のタスク
・コミュニケーションライン
・寮収支計画

・寮則・ルール
・行動指針、ガイドライン
・業務マニュアル
・各種契約書類
・経理業務フロー

・課題の抽出
・知見の整理、共有
・振り返り

寮機能、寮業務一覧、人員配置、役割分担、寮運営費



【再掲】住まい整備の３つのステップ  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寮コンセプト（つくりたい町の未来/育みたい生徒像/大切にしたい寮での体験）

①基本計画
（描く）

②実施計画
（具体化する）

③運営体制
（仕組みをつくる）

改善する
（みなおす）

・寮運営の年間計画
・各役割のタスク
・コミュニケーションライン
・寮収支計画

・寮則・ルール
・行動指針、ガイドライン
・業務マニュアル
・各種契約書類
・経理業務フロー

・課題の抽出
・知見の整理、共有
・振り返り

寮機能、寮業務一覧、人員配置、役割分担、寮運営費

寮運営の指針となる
コンセプトをつくろう！

コンセプトに紐づけて、
寮運営の座組をつくろう！
（内部での予算化のため）

基本計画の内容を実施できるよう
に、詳細を決めよう！

（中学生・保護者に伝える情報を
整理するため）

次回は寮運営の体制づくりに
ついてお話しします！

（寮運営を担うスタッフが業務遂行
できるようにするため）



【再掲】本日の流れ  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寮則1
年間計画2

寮の運営方式3
入居検討者とのコミュニケーション4

運営体制の具体化5

30分

10分

10分

10分

5分

まとめ7 5分

お知らせ8 5分

質疑応答6 15分

入居検討者に伝える情報を整理するために、
優先的に決める必要がある内容をお伝えしました。



本日の流れ  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寮則1
年間計画2

寮の運営方式3
入居検討者とのコミュニケーション4

運営体制の具体化5

30分

10分

10分

10分

5分

まとめ7 5分

お知らせ8 5分

質疑応答6 15分

入居検討者に伝える情報を整理するために、
優先的に決める必要がある内容をお伝えしました。

生徒受け入れに向けて決める必要のある内容が多いですが、

まずは、

▶決める必要のある項目（ =中学生・保護者に伝える必要があること）    
　を知ること
▶現時点で決まっていること・決まっていないことがわかり、今後なに　を決
めていく必要があるか分かること

が重要です。
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お知らせ



住まい研修スケジュール  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住まい整備の軸となる基本計画を
関係者に共有できる

住まいに関わる人たちの
関係性が整理され

年間の運営計画が描ける

住まい運営の担当者が
日々の業務を安定して回せる

目指す状態

2

3

4

入居者受け入れまでに
何をする必要があるか分かる1

基本計画～実施計画～運営体制
のつくり方が分かる5

5月13日（火）
16:00～

6月3日（火）
16:00～

8月5日（火）
16:00～

日時

4月25日（金）
16:00～

9月1日（月）
16:00～

研修内容

【基本計画】
つくりたい住まいを描く

【実施計画】
計画を具体化する

【運営体制】
継続できる仕組みをつくる

住まい整備の全体像

【事例共有】
他地域の実践から学ぶ



アンケートのお願い  

本日の資料と動画は参画校サイトに掲載します。 
本日の研修へのご意見やご感想をぜひお聞かせください。 

 

65 


